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        １１１１    法人法人法人法人のののの概要概要概要概要    

 

    この幼稚園は、教育基本法ならびに学校教育法にもとづいて、最も 

   ふさわしい環境のもとに、特色ある教育内容によって幼児を保育し、 

   その心身の発達を助長することを目的とする。 

 

  （名称） 

    この法人は、学校法人 東部学園という。 

 

  （住所地） 

    この法人は、鳥取県鳥取市桜谷３４７番地に置く。 

 

  （目的） 

    この法人は、教育基本法及び学校教育法に従い学校教育を行うこと 

   を目的とする。 

 

  （設置する学校） 

    この法人は、目的を達成する為次に掲げる学校を設置する。 

   さくら幼稚園 

 

  （入園資格） 

    この幼稚園に入園できるものは、満２歳から小学校就学の始期に達 

   するまでの幼児とする。 

 

  （定員） 

    この幼稚園の総定員は、３８０名とし年齢に応じて編成する。 

 

  （園児数の状況）         （平成２２年 ５月 １日現在） 

          年長    ９８名 

          年中    ９９名 

          年少    ６８名 

         ２歳児    ２９名 



 

  （役員） 

          理事長    １名 

          理 事    ４〃 

          監 事    ２〃 

 

  （教職員） 

          園 長    １名 

          副園長    １〃 

          総務課長   １〃 

          教 諭   １７〃 

          事務職員   ２〃 

          栄養士    １〃 

          看護師    １〃 

          技術職員   ５〃 

          園 医    ２〃 

          警備員    ２〃 

        ２２２２    事業事業事業事業のののの概要概要概要概要 

  （平成２２年度事業の概要） 

    最もふさわしい環境のもとに、特色ある教育内容によって幼児を保 

   育しその心身の発達を助長することをふまえ、当園では多様な体験を 

   積み重ねる中で育つ子どもを育成することに努め、園児一人一人の体 

   を丈夫にし、望ましい食習慣を身につけるため園の給食室での週５日 

   間の完全給食、体育専門の職員と共に充実した体育遊びを通して心と 

   体の育成、自然や友達との触れ合いを深める菜園活動、異年齢児が交 

   流する縦割り自由保育を計画的に進めております。又、精選された園 

   行事の充実に努めております。そして少子化に伴う平成１９年度４月 

   より文部科学省の私立幼稚園２歳児受け入れの認可を受け２歳児クラ 

   スを１部屋増築、幼児教育の充実信頼性を受けるため、機能的でモデ 

ル的な教室を幼稚園運営の基盤として増築致しました。給食室の増改 

築・オール電化により、新しい給食備品も購入し食育に対する意識を 

強化しております。園児用椅子も全園児分県産材の木を使用した温も 

りのある椅子に取替えておりクラスの雰囲気もより一層温かさを感じ 

る教室になっております。 

 乳幼児の成長にもっともふさわしい環境を整え、特色ある教育内容 



・週５日間の完全給食（９９％の国産食材＝無農薬野菜、無保存料、 

 無着色料。近隣の海で上がった魚介類）によって子ども達の食の安 

 全を保障。 

・園の菜園に一年中関わる事によって自然や仲間と触れ合い豊かな心 

 情を支援。 

・縦割り自由保育も取り入れ、異年齢との交流の充実によって労わり 

 信頼の心情助長。 

・日々をかさねるパワーの源は、楽しい嬉しいを忘れてはならないを 

 心情とする事によって園生活に意欲的に関われることによって、知 

 、心、体のバランスいい成長を図る。 

によって、乳幼児の望ましい心身の発達を支援するために、多様な体 

験を積み重ねられるカリキュラムを充実させながら、それぞれの育ち 

を保障する事を務めとしています。 

２２年度には、認定こども園幼保連携型、開園に向けて、保育部０・ 

１・２歳児の保育室を増改築、幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を 

持つ職員を増員し、２３年度４月は万全の状況の中、いいスタートが 

出来ました。今年度も乳幼児のより良い育成に力をそそぎ飛躍、発展 

を目指し職員一同一丸となり努力致してまいります。 


